
採卵鵡の平面飼育に∴おける適正密度  

忙関する試験  （第4報）  

斉 廉 伝 音  娯 内 正 芳  

滞 水 明 艮   

†Ⅹ冬瑚乃成繍′こついて   

1．目  的  

昭和41、42年匪佗おセて卓也面横当り10朋15ヰ￥20崩収容の成廠について報告した   

エうに有意塞が組められなかったのゼ、今坪庭t亡り28羽、25羽、5ロ羽の収容勅産卵率   

その他に及臆す影尊を知るために実地した。  

2．方 法  

（1）矧開  

明和42年18月1［］より45年5月末日ずで刀dケ矧乱   

（2）供就痢  

ロ一卜■ホーン鯉蛙275羽、断鴎  

（S）区分  

l                           」  

い1藩疫管理  

輝ニトは・つP17、Tりバ占ぎiの巾牧抽斗を1日5回不離摂取ができるエう：て給与し、カキ蔑   

7；く等も不断給与した。そ甘地「隊皆既甘慣行こtノたがって行なった。  

区別著語具設僚数  
】  

冶  銅  器   給 水 旨呈  カキ数人   

ド1一言  25  
円筒型  

150c詔4本 14（；C茄1ケ  85（：刀5本  2個  

ト夏  5 0   4本  〝  2ケ   ′  5本  2個 

5区   0   〝 5本   〝  5ケ   〝  5本  2個  
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（5）鵡舎の構造 ・→   

試験に使用した．照合は南向きの喧物で間口4・54m，奥行5d・4れの平飼調合の10鶏   

重からなり、北側は通路忙なっている。その西より2、5．4番自の垂を使用した〔寮の仕   

切りは板壁で天井があり室の南、北側は大部分が金絹張りで通路の北側壁は硝子戸托ねあげ  

戸忙なってレヽるD  

癌 舎 平 面 図  

ニ．挙受下のトラノブネスト   ト・止り木  

ホ．トラッブネスト  

へ．給水署  

イ．給餌苔  

ロ．円筒型給顔器  

ハ． カキ殻人  

（d）調査項目   

7．産卵調査 〈a）産卵数及重量  

押倒料横叔菜及要求率   

イ．生活反応調査Ia）鮭康状簸  

（bl糞便  
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（el行動   

舎内列の温湿度  ウ．環境調査  

5．試験の癌央と考撃  

（1）産卵の成績  

げl産卵状腔  

トラップネストによわ個体別に調査し、月別に嬢計した。成楓ま東1ト（封のとかりであ  

るD  

表（111現当り産卵個数  

10   12   2  5  計   

1  L亘  155士10．51  17．1士 9．占5  18．d士1【し25  22．7士5．28  21．5士d．14    2d．5士4．2511d．2士お．7d   

2 区  15．5士10．占9  1占．5士10．84  15．占士11，拓  19．5士8．1d  19．5士d．44    25．5士5．与510‘．8士40．9   

5 区  11．B士1〇，d8  12．d士1D二95  14．5士11．79  18．5士8．5d  18．5士d．58    2d．2士5．52 99．4士59．7   

有意義   なし   5％1％染   5％ 違   5％1％態   なし  なし  5％‡襲  

口  2  喜5   

因   
2  

＼  

5  敬  

2  5   

5㌔   

2  

5  †主て  ウさミ   

2   5   

口    斗  i十   

2  

5  簾  態  ＼  

2   5   

5％数   

2  

5  態  

表（2）平均卵畳と1E】1胡当産卵量（済）  

10   11   12   2   5   平 均   

平均  S え1   5 R4   ろ1，4   ろ 2＿8   占1．8   5 9d  

2区  5 2．5   57．2   595   占 0．d   dl．7   dO．8   5 91  

卵寛   5 d．5   5R占   d 口．5  160・5   占1．7   5 管1   

1区  2 5．B   5 2．7   55．8   4 2．7   4 5．5   51．1   5 8．占  

ぎ5；g   19る  2 4＿1  2 8．ロ   5 d．2   41．4   52．1   55．2   2区  2 2．5  重51・5  い0・5  58＿5  4 5．d  491  55．5  
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表（5）獲 卵 峯（％）  

】忘ヾ  10   
11   12   2   5   平 均   

4受2   57」2   dO．2   るqd   72．4   82．d   占 4．8  

ン′  
ヂ  2   45．0   5 5．0   51．0   dち．2   7 0．d   80．7   ろ 0．1  

イ   ■5   57 9   42．7   4 7．1   59．8   d 8．4   84．5   5占．5  

4 R2   5 乙1   5鼠2   d ＆1   6ス4   7 ＆8   占 2．る  

ン′  
2   4 5、ロ   55．D   う0、2   占1．‘   d5．2   7 5．4   58．4  

ウ  
ス   5   5 7．9   4 2．1   4 d．0   5 8．D   5 4．2  7 8．1  54．5  

平均産卵個数は1D月から2月末ででは密度の樽h順忙良く、その差は11月から1月  

までは有意差が紹められた。5月は5区1区2区の贋忙良かったが有意差は認められなか  

った。‘ケ月間の平均産卵個数は密度の薄い偵忙良く5％で有意義が認められ、区間では  

1iズー2区間と2区－5区には音忍められず、1区と5区間把認められた‘、偏差の巾も痩卵  

個数と同様密度の高い方が大きかった。  

産88重量はdケ月平均で各区ともに約59ダで大差なく、1日1羽当り産卵量ほ密度の   

渾h糧良かった。  

産卵率はへンデイ、へン㌧ハウス共忙密度の薄い順忙良かった，   

州 飼料摂取量及び屠求率  

飼料の摂収傲は月末陀残餌麓を梓蓋して算出した。その結＝某は粛4トr5）のとおりである。  

痢4）1日1羽当り飼料摂取感タ）  

区   1口   12   2   5   平 均   

1098   12 5．2   15 ス9   15 0．2   15 7．ふ   12 7．5   127こ8   

2   1（）5．9   12 5．d   l12．dd  12 8．7   15 スd   127q   12 4．9   

5   1r）5．4   12 5．2   12．d7   14（】．4   140，4   14 5．8   128．9   

飼料残額景は5区2区1区の偶で約129ダー125炉であった。  
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惑5）飼料凛求率  

：ぺ  10   12   2   5   平均   

4．2 49   5．855   5．8 5d   5．04る   5．D2占   2．497   5．507   

2   4．711   5．992   4．182   5．5d5   5▲157   2．58d   5，515   

5   5．2d9   5．8 08   4．52 5   5．8 78   5．595   2．7（iO   5．B7‘  

飼料薯来客は虐卵の増加につれて良くなり、5月佗磯部2．5前後忙なったが、dケ月平  

均で1区2底5区の煩であった。  

（2）生活反応調査   

生活反応調査として睡康成腰、糞便の状態について調査した。その結果は喪（d）－（別のとお   

りである。   

仇 健康状態  

10月から5月までのるケ月間で姓特別の疾病もなく経過した。  

粛占）生 存 率 及 戌 存 率  

項巳  区  開始羽顔   10月   12   2   5   

月末  7 5   75   72   7〔）   d8   ろ8   占7  

2   ▼9 2   92   92   9〔】   8 8   8d   85  
羽数   

5   110   11ロ   10 8   107   1（〕4   102ノ  101   

10 0   9 管9   9 R4   9 8．2   97．5   9 d．D  
生存  

2  10〔】   10（）  99d   9 91   9 7」8   9 70  

率％   
5  10 D   995   98、7   98．2   9 え5   9 d．d   

10［）   9 8．d   9 5．9   95．2   9 5．2   P 1. 8  

残存   
2  10 0   10 0   9 7．8   9 5．7   9‘5．5   9 2．d  

率％  
5  10 D   9 8．2   9 7．5   9 4．5   9 2．7   91．8   

戴7）死亡淘汰畑の病頒別羽数  

卯つい  痛風  脱肛  卵管炎  政行  事故   計   

2   2   d   

2   2   7   

5   5   2   9   

計   7   5   5   2   2   5   22   
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死亡嫡は1広占孔 2区7羽、5E9羽で婦類別にみて密度の増加に倖なう堵定の涙病   

とは関連なカ、つた∩‘T声汝夕訂－■銀行はトチ；ラーネ‾女トわ■故障㌍：エ、って蕉じた乃である。  

抑．痢の行動  

掬の行勤調香は頑合の状簸わ特定疾病発生め■維麗症状発見が主限てあ竣が、特別の症  

∴病もなく充分な観察は車重なかった。瑠合の映敵船年寝の場合と同℃ようであったが、   

今年壁はヂビ→クしてあ？車ので前年の壌合の－ように額合ヰ尻づ享 

．度し左か・Jた。  

▲器具類の利用状況も諦姑放と鰐j横てあ‾った。．  

（ウ）糞俊の状塘と戻の銃座．   

変唆の状態食草執聴（濱過、や東大きくゆやい、鋤くくずれた）鱒区分し、これを赤外   

線水分択捉擦妄て上り水分含億を測定し∴とれを赤外水分網走常により水分針路帆走し、   

それに該皇する森使者函べ纏果は感8）のとケ■りで天蓋のない鷹巣で・ちらたっ劇中細密   

直の高い慮軟化の減向サ藩られその点今毎度とヰや異な．つ産科ヰの励鮒加再訂でな   

い。・また床の含水革を上中下の5ケ所㌢こついて潜り定Lた惑果仕組9iぁとおりであっ‰  

表（8）含水率別条使の発曇ミ割合  

底、＼   
、＼含水蓼   70％以下  70％以上  80％以上  鯛査日廻  個  数   

■‘   
苔d二58   8．8j  4．■81  1も甘  イ’1D－1   

二 2∵  85．9乙  925   孔85   〝   12 7 8   

5   81   ？1占   5．d5  1288   

薫桝 床の含水．率  

＼ヾ  口   
2   5   

上  47％  4■⇒％  4 7％   

ヰ：二  57  5‘   5．0   

下■  ．5 4   59 1 56d 

ヰ均  i594 二  4ろ4  与C・4   

（畠）境域朋憶   

サーミスタ．一自鱒混～且壁測定器モ使用し、人口の天井下d5c潔～ニトラッブネスト‾ト東上ZO  

一顧摘碩として㍍酎．′、1日のうら華甲時「8堵1でか痩二帖－11昭一一15咽での平均  

室温嘩乾と1日平均鋸．剋夏を比喫した結果は表（1U）（11）乃．とおりである。   
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衆（川） 温  度 一兵  

i削定  温  度  
時 刻  

年月日  舎外  ∋1区上i2区上   15区上  【1直下  l2区下  5区下  

45．  4・－ 一8   －d．5   －1．2   －0．5   －0．7   －2．5   －0．8   一口、9  

2．  11・－15   d．2   10．d   11．1   ♀7   7．5．   只5   98  

■25                                       1日平均   －1．C   4．0   4、8’  4．1   ．・2．0   5．1   5．2  

45．  4・－ 8   －d．0   －0．9   0．2   －0．5   －1．8   －1．2   0．d  

2．  11～15   90   15．5   15．d   12．8  q9   12．1   12．4  

2d  

45．  ・4～  8  －1．2   4．4  5，4  れ5  2．d   5－．4   5．9  

5，  11～15   具8  ．12．4   14．5   15．2   11．ロ   15．4   15．占  

4                                     1［ト平均   5．2   8．4   95   ▼8＿5   ′d．4，   え4   8．5  

45・ i4－8  －1．2   5．7   5．0   4、1   2，1   2．4   4．1  

5．  11～15   12．る   15，5   15．9   14．2   十2．1   14．0  ．1′4．5  

5                    1日平均  【  5．8  ‡ 9？   10．8   ♀5   8．1   8．9   1D、D   d．8        5．4  
表（11） 湿  度  表  

測定l  湿  度  
時 刻                】   

年月日   
舎外  1区上  2尾上  5区上   

1区下  【2区下  5区下：   

45＿  4～ 8  る1．9   7〇．8l  ．・るdr9  ’d 2．2   d5．8   ‘4．4   る 5．5  

2．  11・－15   52．8   5［1．0   4 5．9   4 2．9   4 4．4   44．4   4 5．0  

25   51．2   dl．2   5 d．7   5 5＿5   58．5   5 d．7   55．4   

45．  4・－  

8  ∃d5・4   
7 5．6   る 8．9   占 5．5   占’工手   占 8．5   d 6．7  

2．  11－15   5・‘・7・  4え7   4 5．1   41．0   4 フ．8   44．5   4 4．2  

I 

2d  占d．5   591   5 7．1   5．5   d 5．8   dl．5   

45．  4・－ 8   7 5．9   790   75，2   d 8．9   77A   7 5．4   7 2．4  

5．  11～15   51．7   50．7   4β．1   45・D   44．2   4 4．る   4 4、d  

4  5管5  る d．占  l‘2．1  ≡58．1   d‘．5   dl．4   dO．d   

45．  4・～ 8   71．8   81．8・  7d・？   7 0．7   8 0．2   7 7．4   74．d  

5．  11・－15   5 5，4   5孔2   5 2．S．  り川 ＝2  50．5   5 0．1  

5  7 0．9   65．‘   dl．1   d 8．2   d4．0   d 2．7．   
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湿度は垂内の上部下部共に密度の高い区が各時刻共に低い傾向であった。同じ室内での＿上部   

下部では1区2区抜上部が下部より高いが、5区では下部が上部より高かった。   

4．頃  約   

渡卵翔を5．・5㌦当り2D羽25羽50羽の基準で1室12．1ば75羽92羽110羽を収容  

して産卵、生活反応、環境温度を調査した結果はおおむね次のとおりである。  

（1）産卵成績  

産卵成錦は1区2区5区の順で、5％水準で有意差が認められ、区間では1区と5区の聞   

で差が認められなかった。産卵率はヘンデー、へン㌧ヘウスとも忙1区2区5区の傾であり、   

平均卵蛋は1区がヤや重く、2区5区は伺じであった。■1日1羽当り産卵兇は1区2区5区  

の煩であった。  

（2）飼料摂取蛍及び墳凍寒  

摂取量は5L蛋1区2区の順であって、賓求寒は1区2区5区の慣に良かった。  

（5）健康状藤  

生存率は各区Ⅵ大差なく、疾病は密蛙と娼達した特別の傾向咤みられなかづた。  

（4）行 動  

嫡の行動は前年産と同様でこ特定疾病発生わ繭劇症状的行4鋸せ発見できなかった。  

（5）鹿使の状態と床の状席  

密度の増加托したがって柴便の軟便化の傾向ま前年舵には認められたが、今年度にはその  

傾向は認められなかった。  

床の状態は密度の増加把伴ない湿潤の状態であったが、救ワラの交換は各区ともに5月末  

丁 に2垣l実施したのみである○  

（d）項況浪漫度．  

温度亡√こついては密度の増加と泣鹿の関係に年別の傾向は認められをカモつた。  

湿度につい．ては密眩の増加匿ともない低下する傾向が認められ、20羽区と25羽区の差   

が25羽と50j弓区の差より強く認められた。  

以上の秋斯から冬期にわたるdケ月間の成穎で、5．5ぱ当り2ロー25羽収容するこ，とは   

1宴の大き引ても牒係するけれども収容底可能と思われる。．  
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